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株主の皆様へ
平素より格別のご高配を賜り
厚くお礼申しあげます。
第77期第2四半期の業績について、
ご報告させていただきます。

第77期 第2四半期のポイント

売上高 営業利益 四半期（当期）純利益

海外を中心とした自動車部品の生産増により、売上高は前年同期比26.6％の増収を達成
海外での増収効果と為替の影響により、営業利益は31.1％の増益を達成
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財務ハイライト 第77期 第2四半期（2014年3月期 第2四半期）

第2四半期 通期
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www.imasen.co.jp詳細な財務情報は、当社のIRウェブサイトをご覧ください。

タイを中心としたアジア及び北米での受注が
大幅に増加し、増収となりました。

海外における増収効果と為替変動の影響によ
り、増益となりました。

為替変動の影響により、増益となりました。

代表取締役会長 代表取締役社長

経営理念

想像力を豊かにし、

これまでに存在しない

全く新しい製品・サービスを創造し、

これをより安く、より速く、

世の中に提供することで、

人々の豊かな暮らしに貢献いたします。



特集企画「 を知る」第11弾
栃木テクニカルセンター開設
研究開発の強化を進めている 。今回は、2013年9月に新たに開設された栃木テクニカルセン
ターについて紹介します。

「国際福祉機器展」に共同出展
　㈱今仙電機製作所と子会社である㈱今仙技術研究所は、9月18日から3日間、東京ビッ
グサイトで開催された「第40回 国際福祉機器展 H.C.R.2013」に共同出展いたしました。
　ブースでは共同開発を進めている「車いす移乗サポートシステム」を公開いたしま
した。この製品は、車いすからベッドやトイレ、車への乗り込みなど多用途に使用で
きる手軽で使いやすい移乗用リフトで、来場者からは好評を博しました。
　今後も グループ一丸となって新しい製品の開発に努めてまいります。

トピックス

イプシロンロケットの打ち上げに貢献
　9月14日、国産新型固体ロケットであるイプシロンロケットが無事に打ち上げられました。
　子会社である東洋航空電子㈱はこのイプシロンロケットの機体搭載ワイヤーハーネスの約半分を製造するとともに、機体と地上を
中継する発射支援装置の設計・製造を担当しています。
　このワイヤーハーネスは人間に例えると「血管」と「神経」に相当
し、電力を機体各部に供給する電源機能、センサーデータを送る信号
機能を持つ重要な部分であるとともに、軽量で耐火性に大変優れてい
ます。さらにはケーブル本体だけでなく、ハーネスを結合する部分に
も独自のノウハウと経験が活かされています。

　グループ紹介 ～東洋航空電子㈱～

CJAXA　イプシロンロケット ワイヤーハーネス

　このたび栃木県芳賀郡芳賀町に栃木テクニカルセンターが完成し、9月に業務を開
始いたしました。
　元々栃木支店・栃木設計は、1つの建物でともに業務を行っておりましたが、東日
本大震災により事務所が被災し、それぞれ個別の事務所で業務を行わざるを得ない状
況となりました。
　今回栃木テクニカルセンターが完成したことにより、再び一緒に仕事ができる環境
が整いました。そのメリットを十分に活かすことで、多様化するお客様のニーズに一
層のスピード感を持って応えてまいります。
　今後の栃木テクニカルセンターメンバーの活躍にどうぞご期待ください。栃木支店 支店長 兼 東京支店 支店長

取締役　佐竹 克幸

　栃木テクニカルセンターのコンセプトはお客様満足
度向上を目指し、営業・設計の機能充実を図り、より
一層満足いただける製品の開発を進めることです。
　設計エリアには解析スペースや実験エリア、防音室
などを備え、様々な開発に活用しています。
　今後は人員を増強し、原価企画や生産技術などの機
能を整えることで、さらなる開発力の強化を進めてま
いります。

栃木テクニカルセンター概要

栃木テクニカルセンター外観

所 在 地：
 栃木県芳賀郡芳賀町

土地面積：5,000㎡

床 面 積：
 1F   663.80㎡
 2F   659.20㎡
 全体 1,323.00㎡
 　　 （2階建）

従 業 員： 33名

国際福祉機器展



主力のシートアジャスタがタイ
を中心としたアジアなどで受注
増となり、増収増益となりまし
た。

連結財務諸表

第2四半期連結貸借対照表 （単位：百万円）

科　目 前期末
（2013年3月31日）

当第2四半期末
（2013年9月30日）

資産の部

流動資産 41,429 47,760

固定資産 32,425 34,753

資産合計 73,855 82,514

負債の部

流動負債 24,802 28,467

固定負債 13,087 13,965

負債合計 37,889 42,432

純資産の部

株主資本 34,439 36,561

その他の包括利益累計額 589 2,549

少数株主持分 936 969

純資産合計 35,965 40,081

負債純資産合計 73,855 82,514

第2四半期連結キャッシュ・フロー計算書 （単位：百万円）

科　目
前第2四半期

2012年4月1日～（ 2012年9月30日  ）
当第2四半期

2013年4月1日～（ 2013年9月30日  ）
営業活動による
キャッシュ・フロー 4,563 2,973

投資活動による
キャッシュ・フロー △3,959 △2,388

財務活動による
キャッシュ・フロー 630 △67

現金及び現金同等物に係る
換算差額 91 408

現金及び現金同等物の
増減額（△は減少） 1,327 925

現金及び現金同等物の
期首残高 5,350 7,573

現金及び現金同等物の
四半期末残高 6,677 8,498

自動車部品関連事業

売  上  高 51,054百万円
 （前年同期比 28.1％増）

営業利益 2,377百万円
 （前年同期比 24.8％増）

第2四半期連結損益計算書 （単位：百万円）

科　目
前第2四半期

2012年4月1日～（ 2012年9月30日  ）
当第2四半期

2013年4月1日～（ 2013年9月30日  ）
売上高 42,011 53,192

売上原価 36,256 46,450

売上総利益 5,754 6,741

販売費及び一般管理費 3,940 4,363

営業利益 1,814 2,378

営業外収益 180 1,076

営業外費用 148 166

経常利益 1,845 3,288

特別利益 147 1

特別損失 74 33

税金等調整前四半期純利益 1,918 3,255

法人税、住民税及び事業税 725 1,179

法人税等調整額 48 △252

少数株主損益調整前四半期純利益 1,144 2,328

少数株主利益又は少数株主損失（△） △13 35

四半期純利益 1,158 2,293

自動車部品
96.0%

ワイヤーハーネス
2.3%

福祉機器
1.0%

自動車販売
0.7%

事業別
売上構成

■ 製品別売上高構成

シートアジャスタ
87.0%

ランプ
4.8%

リレー
3.7%

ウインドレギュレータ
0.1%

その他
3.5%

ホーン
0.9%

■ 販売先系列別売上高構成

日産
21.0%

日野
0.4%

ホンダ
41.3%

トヨタ
0.4%

ヤマハ
0.1%

三菱
12.9%

富士重
7.4%

いすゞ
4.0%

スズキ
2.9%

マツダ
4.0%

ダイハツ
0.8%

その他
4.8%

※  自動車販売関連事業につきましては、2013年10月1日をもって同事業を担当してお
ります名北三菱自動車販売㈱のディーラー事業を会社分割し、中部三菱自動車販売㈱
に事業譲渡しております。

※



この報告書は、環境に配慮し、
ベジタブルインクを使用しております。

会社概要（2013年9月30日現在）

社 名 株式会社今仙電機製作所
Imasen Electric Industrial Co.,Ltd.

設 立 1939年2月1日
資 本 金 4,551百万円
主な事業内容 自動車用機構製品及び電装製品の製造・販売
従 業 員 数 4,826名（連結）

本社所在地 愛知県犬山市字柿畑1番地
営 業 所 東京支店／栃木テクニカルセンター

広島テクニカルセンター／水島連絡所
工 場 名古屋工場／岐阜工場／八百津工場／春里工場／可児工場

岡山工場／広島工場／（株式会社　九州イマセン）
海 外 拠 点 台湾／フィリピン／米国／中国／タイ／インド／メキシコ

株主メモ

事 業 年 度 毎年4月1日から翌年3月31日まで
定 時 株 主 総 会 毎年6月
基 準 日 定時株主総会・期末配当：毎年3月31日

中間配当：毎年9月30日
株主名簿管理人 東京都千代田区丸の内一丁目4番1号

三井住友信託銀行株式会社

同事務取扱場所

郵便物送付先

電話照会先 

愛知県名古屋市中区栄三丁目15番33号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
〒168-0063　東京都杉並区和泉二丁目8番4号
三井住友信託銀行株式会社　証券代行部
0120-782-031（フリーダイヤル）

同 取 次 窓 口 三井住友信託銀行株式会社　本店及び全国各支店
単 元 株 式 数 100株
証 券 コ ー ド 7266（東京・名古屋証券取引所市場第一部）
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（単位：円）

第2四半期 通期

所有者別分布状況

配当金の推移

株式の状況
発行可能株式総数 49,195,000株
発行済株式の総数 18,178,169株
株主数 4,849名

大株主（上位10名）

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）
本 田 技 研 工 業 ㈱ 1,066 6.04
I M A S E N 取 引 先 持 株 会 760 4.31
日本トラスティ・サービス信託銀行㈱（信託口） 644 3.65
ヤ マ ハ 発 動 機 ㈱ 613 3.48
㈱ 三 菱 東 京 U F J 銀 行 605 3.43
今 仙 電 機 従 業 員 持 株 会 561 3.18
㈱ 第 三 銀 行 505 2.86
第 一 生 命 保 険 ㈱ 426 2.41
三 井 住 友 信 託 銀 行 ㈱ 374 2.12
㈱ タ チ エ ス 320 1.81

註 1．当社は、自己株式545千株保有しておりますが、上記大株主からは除外しております。
 2．持株比率は自己株式（545千株）を控除して計算しております。

証券会社
1.51％（274千株）

外国人
4.97％（903千株）

その他国内法人
24.46％（4,446千株）

個人・その他
36.98％（6,721千株）

自己株式
3.00％（545千株）

金融機関
29.08％（5,286千株）

株 式 数

株式情報（2013年9月30日現在）

役員（2013年9月30日現在）

代表取締役会長 若 　 山 　 恭 　 二
代表取締役社長 藤 　 掛 　 　 　 治
常 務 取 締 役 亀 　 山 　 弘 　 昌
常 務 取 締 役 中 　 澤 　 哲 　 則
常 務 取 締 役 足 　 立 　 　 　 隆
常 務 取 締 役 佐 々 木 　 鉄 　 二
取 締 役 行 　 友 　 一 　 雄
取 締 役 亀 　 山 　 庸 　 宏

取 締 役 大 　 野 　 真 　 澄
取 締 役 冨 　 田 　 雅 　 博
取 締 役 佐 　 竹 　 克 　 幸
常 勤 監 査 役 長 　 屋 　 三 　 平
常 勤 監 査 役 阿 　 部 　 隆 　 行
監 査 役 宮 　 澤 　 俊 　 夫
監 査 役 長 谷 川 　 周 　 義


